
学校に置いてよい物、いわゆる「置き勉」リスト等の掲示や学年通信等により、
生徒や保護者に周知している取組 （宇城市立不知火中学校の例）

生徒の家庭学習を充実させるため、学習の進め方と持ち帰る必要がある学習用具を

記載した資料を保護者と生徒にそれぞれ配付しました。

〔工夫した点〕

○毎日決まった学習用具を持ち帰る

（決まった学習用具を置いておく）

のではなく、生徒個々が計画に合わ

せて必要な用具を持ち帰るようにし

ている。その方が量的にも生徒の負

担にもならないと考えた。

○各教科の担当教師が家庭学習の進

め方を提示し、生徒がそれぞれの

家庭学習の計画に応じて必要な分だ

け持ち帰り効率的で効果的な家庭学

習に取り組んでいる。

児童生徒の携行品への配慮に関する工夫例

※保護者向け配付資
料の文書

※「置き勉」リス
トの一覧（写真）

【保護者向け配付文書】 【生徒向け配付資料】



学習用具等を教室内の特定の場所に保管したり、部活動で使用する用具等を部
室などに保管したりしている取組 （南関町立南関中学校の例）

個人の棚や個人ボックスという個人のスペースと共有の棚を区別させ、基

本的生活習慣の定着と自主性や協調性を育てる工夫を行っている。

〔工夫した点〕
○個人用の棚を効率よく活用

するため、バッグの置き方

を指定した。また、個人

ボックスを使って、持ち帰

るものと置いていいものを

区別し、教科書が混在しな

いように工夫している。

○共有棚を設けることで、協

調性を育てることもめざし

ている。

児童生徒の携行品への配慮に関する工夫例

【掲示してある置き方例】



学校に置いてよい物、いわゆる「置き勉」リスト等の掲示や学年通信等により、
生徒や保護者に周知している取組 （山鹿市立山鹿中学校の例）

生徒の発達段階や家庭学習への取組を考慮した上で、山鹿中学校版「置き勉」リス

トを作成し、教室掲示や学校通信を通して、生徒や保護者に周知しています。

〔工夫した点〕

○生徒の実態（発達段階
や家庭学習への取組
等）に応じた「置き

勉」リストを作成した。

○教室掲示や学校通信で

「置き勉」リストを知
らせる。

○年度初めに各教科でリ
ストの見直しを行い改
善を図る。

児童生徒の携行品への配慮に関する工夫例

通信等の記載内容
生徒たちが各教科の授業

で用いる教科書やその他の
教材等が過重となることで、
生徒たちの身体の発達に影
響が生じかねない懸念があ
ります。
そこで、本校では別紙リ

ストを学習委員会と教科担
当者で作成し、学校保管、
管理をいたします。
リスト以外のものに関し

ては、家庭学習の必要性か
ら持ち帰らせますので、ご
理解頂きますようお願いし
ます。

【保護者向け配付資料】 【「置き勉」リストの一覧】



生徒の携行品持ち帰りについての工夫と課題確認ボードの設置による計画的な
家庭学習を促すための取組 (合志市立合志楓の森中学校の例）

置いてよいものではなく、その日の夜に勉強するものや課題（家庭学習）だけを持

ち帰るよう、ルールを設定しています。また課題を各自で確認し、計画的に家庭学習

に取り組めるよう、各クラスに課題確認ボードを設置しています。

〔工夫した点〕

○生徒自身で、計画的

に課題に取り組める

よう、教室に各教科

の課題（家庭学習）

を一覧にしたボード

を設置し、持ち帰り

を各自で判断できる

ようにした。

○掲示や通信等で携行

品の持ち帰りについ

て周知した。

児童生徒の携行品への配慮に関する工夫

【学級通信】
【課題を確認できるボード】

【掲示資料】



学校に置いてよい物、いわゆる「置き勉」リスト等の掲示や学校生活ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮ
ﾝにより、生徒に周知している取組 （阿蘇市立阿蘇中学校の例）

生徒の発達段階や家庭学習への取組を考慮した上で、阿蘇中学校版「置き勉」リス

トを作成し、年度当初の中学校生活オリエンテーション（学習の部）や学習委員会に

よる活動を通して、生徒に周知しています。

〔工夫した点〕

○生徒の実態（発達段階や家

庭学習）について年度当初

の職員会議で共通理解を

図って作成した。

○全校生徒の学校生活ｵﾘｴﾝﾃｰ

ｼｮﾝ（学習の部）にて学習

について共通理解を図った。

○生徒全員に「学習道具管理

表」を配付し、学習委員が

連絡とクラス掲示を行った。

児童生徒の携行品への配慮に関する工夫例

【「置き勉」リストの一覧】

【学校生活ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ（学習の部）】



生徒が家庭学習の内容に応じて持ち帰る物を決められるように、生徒や保護者
に周知している取組 （嘉島町立嘉島中学校の例）

生徒の発達段階や家庭学習への取組を考慮した上で、教具は教室の個人棚に置いて

よいとし、掲示物や通信を通して、生徒や保護者に周知しています。

〔工夫した点〕

○昨年度は、個人棚に置いて帰ってよい教

具を各教科で決め、一覧を掲示していた。

今年度からは、生徒の実態（発達段階や

家庭学習への取組等）に応じて、自分で

持ち帰る教具等を決められるようにした。

○掲示物等で教材の持ち帰りについて知ら

せるとともに、帰りの会等で家庭での学

習内容に応じて持ち帰る物を決めるよう、

担任から声掛けや促しを行った。

児童生徒の携行品への配慮に関する工夫例

【掲示物「教具の持ち帰り」】



生徒会活動を中心に、課題や目的を共有した上で自らルールを作ることを通し
て、規範意識や学校の良い伝統を築く自治意識の向上を図る取組

（八代市立第五中学校の例）
持ち帰る教材・教具の選択を主体的に行うことが自身の自己実現のための力となるこ

とや安心・安全な登下校につながることを全校生徒に共有させた。その上で考えられる
課題とその対策を生徒会本部や委員会活動、各学級で検討し、自ら作ったルールだから
自分たちの手で守るという意欲をもたせた。

〔工夫した点〕

○教師の側から与えられ、義

務付けられたルールではな

く、生徒自身がよりよい学

校生活を送るためのルール

を作るようにした。

○本校の好ましい現状は生徒

自身の手で築いた成果であ

ると意識させ、意欲的に生

徒会活動に参加するように

してルールを守り続けるよ

うに意欲付けを行った。

児童生徒の携行品への配慮に関する工夫例

令和２年８月３１日
学習教材の持ち帰りについて

学習委員会担当
１ 目的
（１）学習への主体性、計画性を向上
（２）自治意識の高揚
（３）安全の確保
２ 方法
・持ち帰る教材
学級担任や教科担当者から特別の指定がある場合を除き、自分で

選択して持ち帰る（「持ち帰る」・「持ち帰らない」は自己判断・
自己責任）。ただし、貴重品・筆箱・腐敗する恐れのあるもの（使
用済み体育服、植物等）は必ず持ち帰る。
・置いて帰る教材の保管場所等
自分のものには必ず記名して教室後方の自分の担当棚（廊下の棚

等には置かない）に整頓して保管する。日直及び担任は、学級の生
徒が全て下校した教室の状態を確認しておく。（机の上、机の中に
何も残っていないか等）

３ 今後のスケジュール
８月３１日 職員朝会 担当（岡）から職員へ提案
９月 １日 専門委員会 学習委員長から各学級の学習委員へ

提案（理由、方法等を検討）
９月 ２日 専門委員会 生徒議会で生徒会本部及び各学級代議員

へ伝える内容について検討
９月 ３日 生徒議会 学習委員長から生徒会本部、生徒議会へ

提案
（生徒会及び学級からの質問や要望を受
けることを伝える。

生徒自らがルールを定め、そのルールを主体的にも
守っていくことの重要性を伝える。
※「生徒の主体的で責任を持った行動が学校生活を
よりよくすること」や「全校生徒の規範意識に掛
かっている」、「今の五中だからできる」という
意識の共有を図る

９月 ８日 生徒集会･･･全校生徒に周知 学習委員長から全校
生徒へ

※学級担任は学級でルールの確認と徹底について説明。

【職員会議提案資料】 【「置き勉」についての掲示物】

学習用具の持ち帰りについて
やりたいこと、やるべきコトのために、

持ち帰る物を選択しよう
１ 自分のモノを確実に管理しよう。
(１)自分のモノに必ず記名する。
(２)登校後、速やかに時間割を確認し、必要なモノを準備する。
(３)忘れ物をした場合、担任の先生や教科担当の先生にできるだけ早く正
直に伝える。(誰かから借りたり、勝手に他の人のものを使ったりしな
い)

２ 「帰りの会」の時間に持ち帰るモノを確認しよう
(１)翌日の時間割や提出物などを確認する。
(２)家庭学習の計画を立てる。
(３)持ち帰るモノを決める。
【※必ず持ち帰るモノ】：筆記用具、五中生ノート、水筒、生もの、

体育服（夏場は水着）、その他貴重品
３ 「帰りの会」が終わったら学校に置いて帰るモノを整理しよう。
(１)学校に置いて帰るモノを確認し、机の中を空にする。
(２)学校に置いて帰るモノを整理し、後ろの棚に整頓して片付ける。
４ 自分で判断し、自分のモノを自分で管理する力を付けよう。
(１)教科書類は「必ず置いて帰る」ことを強制しているわけではなく、全
て持ち帰っても良い。(「全て持ち帰る」と判断することも自分の物を
管理する一つの方法。)

(２)忘れ物をした際、速やかに先生に伝える正直さを持つ。また、忘れ物
をした理由を自分自身が理解して改善し、忘れ物を繰り返さないよう
にする。

(３)校内にある他の人のモノを勝手に使わない。
５ 以下の場合、該当する学級は教科担当から指定された教材・教具以
外は全て持ち帰る。(期間･･･1週間)

(１)１週間内で忘れ物を３個以上した人が３人以上いた場合
(２)他の人から教材・教具を借りて忘れ物をしたことをごまかした人が1
人以上いた場合。
(３)勝手に他の人の教材・教具を使った人が1人以上いた場合。

ルールが守れない期間が続いたり、誰かの物や学校の物が破損したり隠
されたり、いたずらされたりした場合は無期限で「置き勉」を停止する
こともあり得る。
このルールは、令和２年度に八代五中生徒会会員全員で確認・共有して
創ったものです。このルールを継続、または改善していくために、上記
を忘れないようにして全校生徒で守っていきましょう。



学校に置いてよい物、いわゆる「置き勉」リスト等の掲示と、テスト前には勉
強道具を持ち帰ることを生徒に周知している取組（水俣市立水俣第二中学校の例）

生徒の通学かばんの重さや家庭学習の取組を考慮した上で、水俣二中版「学校に置いて帰る

ことができるもの」リストを作成し、生徒に周知しています。また、テスト前は確実に勉強道具

を持ち帰り、家庭学習ができるように委員会や担任から呼びかけています。

〔工夫した点〕

○生徒の実態を把握し、

（通学かばんの重さや家庭

学習の取組等）「学校に置

いて帰ることができるも

の」リストを作成した。

○テスト前には文化学習委

員が主となり、計画的に勉

強道具を持ち帰るように帰

りの会で呼びかけた。

児童生徒の携行品への配慮に関する工夫例

【文化学習委員によるテスト前の

勉強道具持ち帰りの呼びかけ】
【「置き勉」リストの一覧】

国語

社会

数学

理科

英語

音楽

美術

技家

保体

※　テスト前は学習のために必ず持ち帰る

ワーク,ファイル

地図帳

なし（全て持ち帰る）

※　宿題があるとき、復習をしなければならないときなど
　　家庭で学習が必要な場合は必ず持ち帰る
　　　（自主的・計画的に持ち帰って学習をしよう）

全　部
（使用した体育服・水着は持ち帰る）

全　部

なし（全て持ち帰る）

全　部

全　部

なし（全て持ち帰る）

クラス掲示用



生徒が主体となり、学習用具等の持ち帰りについてルール等を決めている取組
（相良村立相良中学校の例）

生徒会の学習委員会が各教科の担当の先生と相談し、持ち帰るものとそうでない

ものを確認して、リストを作成して教室に掲示した。

〔工夫した点〕

○各学期に、学習委員会が

中心となりリストの見直

しを行い、実効性を高め

るようにした。

○技能教科等のかさばる用

具は、できるだけ置いて

よいようにし、生徒の負

担を減らしている。用具

は空き教室を活用し、生

徒が活用しやすいように

した。【写真】

児童生徒の携行品への配慮に関する工夫例

【「置き勉」リストの一覧】



学校に置いてよい物、いわゆる「置き勉」リスト等の掲示や文書等により、生
徒や保護者に周知している取組（天草市立御所浦中学校の例）

生徒の発達段階や家庭学習への取組を考慮した上で、御所浦中学校版「置き勉」リ

ストを作成し、教室掲示や文書等を通して、生徒や保護者に周知しています。

〔工夫した点〕

○生徒の実態（家庭学習への
取組等）に応じて不必要な用
具については学校保管とし、
「教室に置いてよい物」リス
トを作成し、生徒、保護者に
周知した。また、教室内に保
管場所を確保し、授業で使い
やすいように工夫している。

○文書で「置き勉」リストを
知らせるとともに、ホーム
ページにも掲載し、各家庭で
の学習用品の確認の協力を依
頼した。

児童生徒の携行品への配慮に関する工夫例

【保護者向け配付資料】 【「置き勉」リストの一覧】

 教室に置いてよい物  

 

教科 置いてよい物 

国語 ファイル，便覧，書写の教科書， 

社会 地図帳，資料集，ファイル，自主学習 

数学 数学の友，数学基本カード 

理科 資料集，理科問題集，ファイル 

英語 基本学習，ファイル 

音楽 教科書，ノート，ファイル 

美術 教科書，絵の具道具 

技術・家庭 教科書，ノート，ファイル 

保健体育 実技の教科書，保健の教科書，保健のノート 

学・総・道 
道徳の教科書，道徳ファイル 

私たちの道徳，総合ファイル 

その他 読書の本 

 

ここに書いてある物以外は，毎日持ち帰り， 

家庭学習に役立てましょう！！ 

令和３年度 

                          令和３年４月２０日 

 

 保護者 様 

 

                          天草市立御所浦中学校 

校長  大平 宏     

 

生徒の携行品について（お知らせ） 

 

 陽春の候、保護者の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申

し上げます。平素より本校の教育活動に、ご理解とご協力を賜わっておりますこ

とに厚くお礼申し上げます。 

 さて、授業で用いる教科書やその他の教材、学用品等が過重となることで、子

供たちの身体の健やかな発達に影響が生じかねない懸念があります。 

 そこで、本校では、別紙リストの教材等は学校で保管することとし、各教室

等で管理を十分に行います。 

 つきましては、別紙リスト以外のものに関しては、家庭学習の必要性から持ち

帰ることとなりますので、御理解いただきますようお願いします。 

 また、併せて、各家庭でのお子様の学習用品の確認につきましてもどうぞよろ

しくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】  

 天草市立御所浦中学校  

 ℡ ０９６９－６７－３００４ 


